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編集後記 職員募集
一緒に働いてみませんか？

①常勤支援員（契約職職員(Ⅰ)）
　 入所施設における早出・遅出・夜勤のローテーション勤務

②世話人（契約職職員(Ⅱ)）※ホームにより夜勤業務あり
　 市内グループホームにおける概ね朝・夕各３時間程度の勤務

③夜間支援員（契約職職員(Ⅱ)）※女性利用者の支援
　 入所施設における夜勤業務（週１～２回）

お問い合わせ先
☎0791-43-2091【担当：梅田／前田】

精華園だより vol.103
令和3（2021）年

7月発行
AKOSEIKAEN NEWS支える心とおもいやり

講師派遣制度について

亜鉛ってなあに？？
亜鉛が不足するとこんな症状が出ます

医務室から

当事業団では、地域福祉の推進に貢献できる
よう、近隣の福祉施設やボランティア団体など
地域の諸団体等からの要請により、職員を研修
等の講師として派遣する「講師派遣制度」を設け
ています。

講師となる職員は、あらかじめ講師登録した
職員の中から、依頼内容を踏まえて決定します。
令和３年５月２８日現在、講師派遣登録者数は６４
名です。登録者は、特別養護老人ホームや障害
関係施設等で勤務する福祉介護職や、医師、看
護師、理学療法士、作業療法士、心理治療士等
の医療専門職です。

福祉・医療に関する研修等で講師をお探し
の方は、ぜひ、一度ご相談ください。

詳細については、当事業団のホームページ
に掲載していますのでご覧ください。
■アドレス http://www.hwc.or.jp/

問い合わせは、事務局人事管理課へ。
■℡０７８（９２９）５６５５（代表）

赤穂精華園では、利用者様の生活をさらに充実したものにするた
め、支援員や世話人を募集しています！！

精
華
園
だ
よ
り

2021
7.7

103

赤
穂
精
華
園

住
所  

兵
庫
県
赤
穂
市
大
津
一
三
二
七

T
E

L  

〇
七
九
一
（
四
三
）
二
〇
九
一

FA
X  

〇
七
九
一
（
四
三
）
七
四
〇
四

U
R

L
  h

ttp
://w

w
w

.h
w

c.o
r.jp

/seikaen
/

　
　E-m

ail  in
fo

_ako
@

h
w

c.o
r.jp

成人支援第一課利用者様 作品

知り合いの方が仕事を探している、福祉の仕事に興味が
ある等ございましたら、まずは下記までお電話ください。
業務内容等説明させていただきます。

優雅な金魚

ひんやりデザート

亜鉛を多く含む食べ物は、
鶏もも肉　卵　チーズ　高野豆腐　納豆  切り干し大根　落花生 etc
　　　　　　　　　　　　　コロナに負けないカラダ作りをしよう！！

～主な講義テーマ～
講義テーマ

●ノーリフティングケアについて
●高齢者ケア、認知症ケアについて
●障害者の就労支援について　等
●脊髄損傷の理学療法について
●福祉用具の活用について
●運動療法全般について 等
●発達時期の児の運動（粗大運動・微細運動）について
●視覚認知機能・感覚の偏り等の評価について
●遊びや作業活動、日常生活動作について 等
●心理治療について
●発達障害の理解と対応について
●虐待、不登校、トラウマ治療について　等

※上記は、主な講師登録職種、講義テーマを記載していますので、
　詳細については、当事業団のホームぺージをご覧ください。

講師登録職種

支 援 員 等

理学療法士

作業療法士

心理治療士

昨年よりコロナ「か」は頻繁に耳にし、目にす
る言葉です。

今回の号にも何回もでてきました。みなさん
は「か」にどの漢字が当てはまるかご存じです
か。私はこの言葉が出始めた時は「渦」という
漢字で、コロナに巻き込まれ翻弄されている
世界を表現している言葉だと思い込んでいま
した。正しくは「禍」という漢字。災いや思いが
けない災難という意味で「禍禍（まがまが）し
い」という言葉があります。

次の号では、「過」という漢字になっていれば
いいなと思います。

編集委員一同
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開
設
60
周
年
を

　
　
　
　迎
え
て

赤
穂
精
華
園
長
　志
水
　満

テ
レ
ビ
取
材
！

令
和
３
年
度
は
、
当
園
の
前
身
で
あ
る
知
的
障
害
児
施
設
「
兵
庫
県
立
赤
穂

学
園
」
の
開
設
（
昭
和
37
年
7
月
）
60
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。

「
赤
穂
学
園
」
は
、昭
和
41
年
度
か
ら
赤
穂
精
華
園
児
童
寮
と
な
り
ま
し
た
が
、

当
時
の
入
所
児
童
で
あ
っ
た
10
名
が
、
今
も
お
元
気
に
成
人
寮
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
生
活
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
　

先
日
、
利
用
者
様
の
家
族
様
か
ら
、
当
園
を
開
設
す
る
た
め
に
行
政
等
へ
様
々

な
働
き
か
け
を
さ
れ
た
ご
苦
労
や
当
時
の
思
い
を
伺
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

60
年
の
歴
史
を
経
て
、
福
祉
制
度
や
思
想
は
大
き
く
変
化
、
進
歩
し
て
き
ま
し

た
が
、
家
族
様
が
利
用
者
様
の
健
康
や
幸
福
を
願
う
思
い
、
当
園
に
託
さ
れ
た

役
割
は
、
今
も
変
わ
ら
ぬ
尊
い
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
利
用
者
様
の
生
命
と
健
康
を
守
る
こ
と
が
何
よ
り
も
優
先
さ
れ
る
べ
き
状

況
に
あ
り
ま
す
。
長
期
に
わ
た
り
ご
心
配
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
引
き
続
き
面

会
や
外
泊
の
制
限
等
の
感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、
6
月
か
ら
65
歳
以
上
の
ご

利
用
者
（
接
種
希
望
者
）
へ
の
施
設
内
接
種
を
開
始
し
ま
し
た
。
現
在
、
64
歳

以
下
の
方
へ
の
接
種
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

最
後
に
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、
利
用
者
様
ひ
と
り
一
人
の
夢
や

希
望
が
少
し
で
も
叶
え
ら
れ
、
充
実
し
た
日
々
と
な
る
様
、
季
節
感
の
あ
る
行

事
や
活
動
を
提
供
し
ま
す
。
更
に
、
高
齢
・
重
度
化
に
対
応
し
た
改
修
等
を
行
っ

て
、
安
全
・
快
適
な
生
活
環
境
の
維
持
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

５
月
末
に
西
播
磨
フ
ー
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
２
０
２
０
で
グ
ラ
ン

プ
リ
を
受
賞
し
た
赤
穂
塩
大
根
「
青
味
大
根
梅
酢
漬
け
」
に
つ

い
て
、Ｓ
Ｕ
Ｎ
テ
レ
ビ
「
ひ
ょ
う
ご
発
信
！
」
の
取
材
を
受
け
ま

し
た
。「
ひ
ょ
う
ご
の
魅
力
発
見
！
西
播
磨
」
を
テ
ー
マ
に
、
商

品
開
発
へ
の
思
い
と
、
製
造
過
程
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

農
園
を
背
景
に
、
利
用
者
様
も
緊
張
し
た
面
持
ち
で
撮
影
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。
今
後
も
、
安
心
、
安
全
な
生
産
活
動
に
努

め
る
と
と
も
に
、
働
く
楽
し
さ
、
喜
び
、
や
り
が
い
づ
く
り
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和３年度 赤穂精華園事業目標令和２年度 赤穂精華園決算報告
収　　入

勘定科目 決算額 決算額
児童福祉事業収入
障害福祉サービス等事業収入
受託事業等収入
経常経費補助金収入
経常経費寄付金収入
過年度収入
その他の収入
受取利息配当金収入
就労支援事業収入
事業活動収入計
施設整備等補助金収入
固定資産売却収入
施設整備等収入計
積立資産取崩収入
拠点区分間繰入金収入
サービス区分間繰入金収入
その他の活動収入計
収入計

161,526,161
1,192,640,991

25,203,363
16,902,942
1,042,707
1,671,672
1,836,257

7
28,979,946

1,429,804,046
892,000

0
892,000

102,823,000
825,000

100,117,793
203,765,793

1,634,461,839

802,172,306
220,197,608
118,093,082
28,971,524

939,142
0

1,170,373,662
12,013,853

0
12,013,853
96,488,000

248,051,000
100,117,793
444,656,793

1,627,044,308
56,345,317
63,762,848

人件費支出
事業費支出
事務費支出
就労支援事業支出
その他の支出
流動資金評価損等による資金減少額

事業活動支出計
固定資産取得支出

施設整備等支出計
積立資産支出
拠点区分間繰入金支出
サービス区分間繰入金支出
その他の活動支出計
支出計
前期末支払資金残高
当期末資金収支差額

勘定科目

事業活動による
収支

施設整備等に
よる収支

その他の活動に
よる収支

（単位：円）
支　　出

児 童 寮 ユニットケアの特長を活かした小規模グループケアを通じて、
できるだけ家庭的で細やかな支援を推進します。

成 人 寮 利用者の重度化・高齢化に対応したトイレ改修やリハビリ訓練を
行うとともに、強度行動障害に関する研修受講による人材育成を
図ります。

やまびこ寮 honoka 店舗でのスイーツの販売や作業種目の見直しを行い、
B 型事業の工賃向上に取り組みます。

地 域 支 援 グループホームや地域で暮らす障害のある方の様々な不安や
心配を受け止め、支援していきます。

YouTube 検索ワード：ひょうご発信　西播磨フードセレクション　（2021.6.13）
URL：https://www.youtube.com/watch?v=SGtWis71frE
スマートフォンの方は、QRコードからご覧ください。
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スマートフォンの方は、QRコードからご覧ください。
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ミ
ニ
運
動
会
を
開
催

５
月
３
日
と
６
月
10
日
に
赤
穂
特
別
支
援
学
校

の
グ
ラ
ン
ド
を
お
借
り
し
て
ミ
ニ
運
動
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
玉
入
れ
や
綱
引
き
、
リ
レ
ー
な
ど
の

競
技
を
３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
競
い
合
い
ま
し
た
。

一
番
盛
り
上
が
っ
た
の
は
綱
引
き
。「
今
度
は
リ
ベ
ン

ジ
だ
！
」
と
利
用
者
様
も
職
員
も
必
死
で
、
本
気

の
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

運
動
会
終
了
後
は
食
べ
る
お
楽
し
み
。
棟
に
戻
っ

て
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
買
い
物
外
出
や
外
泊
は

で
き
ま
せ
ん
が
、
園
内
で
楽
し
め
る
こ
と
を
実
施

し
て
い
ま
す
。「
楽
し
か
っ
た
」「
次
は
勝
ち
た
い
」

「
お
弁
当
美
味
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想
が
多
か
っ

た
の
で
、
ま
た
企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

５
月
５
日（
水
）の
こ
ど
も
の
日
に
、
ケ
ー
キ
バ
イ

キ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。
イ
チ
ゴ
や
チ
ョ
コ
な

ど
、
色
と
り
ど
り
の
ケ
ー
キ
を
前
に
、
ど
れ
を
食
べ

よ
う
か
悩
ま
し
い
表
情
を
さ
れ
つ
つ
も
、
利
用
者
様

同
士
で
話
を
し
て
は
、
笑
顔
を
見
せ
て
楽
し
ま
れ
て

い
ま
し
た
。

今
後
も
、
感
染
症
予
防

対
策
に
努
め
、
利
用
者
様

の
楽
し
み
の
機
会
が
増
え

る
よ
う
に
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

児
童
支
援
課

ド
ラ
イ
ブ
外
出
に
行
っ
て
き
ま
し
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
買
い

物
や
外
出
が
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
ド

ラ
イ
ブ
外
出
と
称
し
、
屋
外
で
人
出
の
少
な
い
場

所
を
選
び
、
車
で
出
か
け
る
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

利
用
者
様
か
ら
も
、「
外
の
空
気
が
吸
え
て
、
良

い
気
分
転
換
に
な
っ
た
。」
と
喜
び
の
声
が
聞
か
れ

て
い
ま
す
。

日
々
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
利
用
者
様
は
元
気
に
過
ご
さ

れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
朝
会
、
歩
行
や
塗
り
絵
な
ど

の
創
作
活
動
、
音
楽
療
法
や
ヨ
ガ
教
室
な
ど
に
参
加

さ
れ
、
週
末
に
は
カ
ラ
オ
ケ
や
誕
生
日
会
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
何
を
し
た

い
で
す
か
と
利
用
者
様
に
聞
く
と
、「
買
い
物
に
行

き
た
い
」「
野
球
を
見
に
行
き
た
い
」「
精
華
園
の
イ
ベ

ン
ト
を
早
く
し
た
い
」と
言
っ
た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
く
ま
で
出
来
る
限
り
、
楽
し
く
過

ご
せ
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

成
人
支
援
第
一
課

ケ
ー
キ
バ
イ
キ
ン
グ

成
人
支
援
第
三
課

共
同
生
活
援
助
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
で
は
毎

年
、地
域
の
方
と
の
防
災
訓
練
や
そ
れ
ぞ
れ
の
ホ
ー

ム
で
避
難
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
末
で

サ
テ
ラ
イ
ト
の
１
ホ
ー
ム
を
廃
止
し
、
現
在
は
10

ホ
ー
ム
（
定
員
51
名
）
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
、
皆
さ
ま
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
火

災
や
地
震
、
風
水
害
な
ど
の
災
害
に
備
え
、
訓
練

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
防
災
意
識
の
向
上
に
努
め

て
い
ま
す
。

自
治
会
防
災
訓
練
・

　
　避
難
訓
練
の
参
加

地
域
支
援

棟
内
で
プ
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
し
た
。
気
分

転
換
や
、
楽
し
み
が
増
え
る
よ
う
に
と
、
会
場
を

飾
り
付
け
す
る
な
ど
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

利
用
者
様
は
興
味
津
々
で
見
て
お
ら
れ
、
楽
し
そ

う
に
特
製
ス
イ
ー
ツ
を
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
外
出
が
厳
し
い
状
況
で
す

が
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
み
方
を
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
様
が
こ
れ
か
ら
も
楽
し
く
安
全
に
過
ご
せ

る
よ
う
に
工
夫
を
し
て
い
き
、
よ
り
よ
い
方
向
に
進

め
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

プ
チ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開
催

成
人
支
援
第
二
課

創
作
活
動
・カ
エ
ル
の
お
も
ち
ゃ
編

創
作
活
動
で
、
季
節
の
飾
り
や
遊
べ
る
お
も
ち
ゃ

な
ど
を
毎
月
作
成
し
て
い
ま
す
。
６
月
は
カ
エ
ル
の

お
も
ち
ゃ
を
作
り
ま
し
た
。
利
用
者
様
は
、
顔
を
描

い
た
り
、
体
の
部
分
を
貼
っ
た
り
と
集
中
し
て
行
っ

て
い
ま
し
た
。
個
性
的
で
表
情
豊
か
な
楽
し
い
カ
エ

ル
の
お
も
ち
ゃ
が
で
き
ま
し
た
。

女性棟 男性棟 生活介護
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人 の 動 き 退 職 者

山口　裕之
鎌谷　雅子

支援員
支援員

成人支援第二課
成人支援第二課

転 出 者

山本　浩文
遠藤　泰江
撫　　大輔
武田　旭央

次長兼成人支援第一課長
支援員
支援員
主事

洲本市五色健康福祉総合センターへ
朝陽ケ丘荘へ
総合リハへ
朝陽ケ丘荘へ

転 入 者

西村　　学
田賀　智心
黒澤　　卓

次長兼成人支援第一課長
支援員
支援員

成人支援第一課
成人支援第二課
成人支援第二課

採 用 者

〈正規職員〉
岡本　萌華
大村侑規乃
井口穂乃花
井上　将吾
福田健太郎
池田　雅世
北山　佳奈

〈施設職職員〉
小橋　康廷

〈契約職職員Ⅰ〉
室井　満子
平田　和照
上田ゆみ子
岡﨑　明菜
倭　さとみ
平林　義浩

主事
支援員
支援員
支援員
支援員
支援員
支援員

支援員

支援員
支援員
支援員
支援員
支援員
支援員

総務課
児童支援課
成人支援第一課
成人支援第一課
成人支援第一課
成人支援第二課
成人支援第二課

児童支援課

児童支援課
成人支援第一課
成人支援第一課
成人支援第一課
成人支援第二課
成人支援第三課

〈契約職職員Ⅱ〉
有末　奈央
下世　悠貴
高橋　梨沙
成行　麻弥
林　　智暉
野間口　玄
川原慎太郎
川原真千代
田中　恵美
髙島　幸恵
横山　弥生
竹一千佳子
原田　恵美

支援員
支援員
支援員
支援員
支援員
支援員
夜間看護師
夜間看護師
夜間看護師
支援員
支援員
世話人
世話人

児童支援課
児童支援課
児童支援課
児童支援課
児童支援課
児童支援課
成人支援第二課
成人支援第二課
成人支援第二課
課長（　　  ）付
課長（　　  ）付
課長（　　  ）付
課長（　　  ）付

地域支援
担　　当
地域支援
担　　当
地域支援
担　　当
地域支援
担　　当

新
型
コ
ロ
ナ

  

感
染
予
防
対
策
と

          

生
活
の
充
実

次
長
兼
成
人
支
援
第
二
課
長
　古
賀
　功
一

一
年
以
上
に
わ
た
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続
い
て
お
り
ま

す
が
、
や
っ
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
始
め
ま
し
た
。
利
用
者
様
や
家
族
様
に
は

ご
不
便
・
ご
心
配
を
お
か
け
す
る
こ
と
が
長
く
続
い
て
お
り
、
今
は
感
染
拡
大

に
歯
止
め
が
か
か
る
こ
と
を
祈
る
ば
か
り
で
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
職
員
一
同
が
ひ
た
す
ら
継
続
し
て
い
る
の
は
、
感
染
予

防
の
取
り
組
み
で
す
。利
用
者
様
に
は
、基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
方
も
沢
山
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
ひ
と
た
び
感
染
す
れ
ば
重
症
化
す
る
危
険
性
が
高
い
た
め
、

職
員
や
外
部
よ
り
訪
問
さ
れ
る
方
か
ら
感
染
が
広
が
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、
細

心
の
注
意
を
払
っ
て
参
り
ま
し
た
。
検
温
や
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク
着
用
は
当
然
の

こ
と
と
し
て
、
職
員
や
そ
の
家
族
に
体
調
不
良
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ

検
査
等
で
安
全
が
確
認
で
き
る
ま
で
勤
務
を
停
止
し
た
り
、
感
染
の
早
期
発
見

の
た
め
職
員
が
定
期
的
な
病
原
体
検
査
を
受
け
た
り
、
も
し
も
感
染
が
確
認
さ

れ
た
場
合
で
も
ク
ラ
ス
タ
ー
化
さ
せ
な
い
た
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の
に
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す
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模
な
行
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が
、
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れ
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皆
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と
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日
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が
ら
、
今
は
精
華

園
で
の
生
活
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

新
任
・

新
規
職
員
紹
介

新
任
・

新
規
職
員
紹
介

池田　雅世北山　佳奈黒澤　卓田賀　智心
この度、正規職員となり、
新たな気持ちで気を引き
締めて行きます。利用者
様のご安心、ご安全を一
番に考え、安定した生活を
送れるよう努めて行きま
す。

毎日がやりがい１２０％！！勤
務後は充実感でいっぱい
です。コロナ禍で面会も
出来ない利用者様が、少
しでも快適に楽しく過ごし
ていただけるように、笑顔
を絶やさず携わっていき
たいです。

支援員としての勤務は今回
が初めてです。この2ヶ月
間、先輩方から丁寧にご指
導いただき、少しずつ慣れ
てきましたが、今後も気を
抜かずに取り組んでまいり
ますので、よろしくお願い
いたします。

五色精光園より赤穂精華
園に赴任してきました。精
華園の利用者様が安心、
安全で、豊かな生活が送
れるよう支援をしていき
たいと思います。よろしく
お願い致します。

成
人
支
援
第
二
課

西村　学 次長井口　穂乃花井上　将吾福田　健太郎
成人一課は新人時代を過
ごした平成３年以来で、大
変清々しい気持ちです。
利用者様はじめすべての
皆様へ心地よい風を届け
られるよう努力いたしま
す。

業務に慣れるまでは大変
でしたが、先輩方とやって
いくうちにスムーズに動
けるようになりました。利
用者様との接し方など初
心を忘れずにやっていき
ます。

4月から働き始めて、もう
2か月が過ぎました。まだ
まだ分からないことも多
いですが、これからも頑張
りますのでよろしくお願い
します。

社会人一年目で至らぬ点
も多々あるかと存じます
が、利用者様により良い
サービスを提供できるよ
う日々精進して参ります
ので、どうぞよろしくお願
いします。

成
人
支
援一課

岡本　萌華
分からないことだらけで
毎日が勉強ですが、少し
ずつ慣れてきました。業務
を的確・円滑に遂行するこ
とで、利用者様が安心して
楽しく過ごされるよう尽
力します。

総
務
課

大村　侑規乃
２ヶ月の勤務を通して、支
援 の 難しさ や 奥 深 さ を
日々感じています。個性
豊かな利用者様とともに、
私自身も一緒に成長でき
るよう今後も努力してい
きたいと思います。

児
童
支
援
課
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募
集
職
種

編集後記 職員募集
一緒に働いてみませんか？

①常勤支援員（契約職職員(Ⅰ)）
　 入所施設における早出・遅出・夜勤のローテーション勤務

②世話人（契約職職員(Ⅱ)）※ホームにより夜勤業務あり
　 市内グループホームにおける概ね朝・夕各３時間程度の勤務

③夜間支援員（契約職職員(Ⅱ)）※女性利用者の支援
　 入所施設における夜勤業務（週１～２回）

お問い合わせ先
☎0791-43-2091【担当：梅田／前田】

精華園だより vol.103
令和3（2021）年

7月発行
AKOSEIKAEN NEWS支える心とおもいやり

講師派遣制度について

亜鉛ってなあに？？
亜鉛が不足するとこんな症状が出ます

医務室から

当事業団では、地域福祉の推進に貢献できる
よう、近隣の福祉施設やボランティア団体など
地域の諸団体等からの要請により、職員を研修
等の講師として派遣する「講師派遣制度」を設け
ています。

講師となる職員は、あらかじめ講師登録した
職員の中から、依頼内容を踏まえて決定します。
令和３年５月２８日現在、講師派遣登録者数は６４
名です。登録者は、特別養護老人ホームや障害
関係施設等で勤務する福祉介護職や、医師、看
護師、理学療法士、作業療法士、心理治療士等
の医療専門職です。

福祉・医療に関する研修等で講師をお探し
の方は、ぜひ、一度ご相談ください。

詳細については、当事業団のホームページ
に掲載していますのでご覧ください。
■アドレス http://www.hwc.or.jp/

問い合わせは、事務局人事管理課へ。
■℡０７８（９２９）５６５５（代表）

赤穂精華園では、利用者様の生活をさらに充実したものにするた
め、支援員や世話人を募集しています！！

精
華
園
だ
よ
り

2021
7.7

103

赤
穂
精
華
園

住
所  

兵
庫
県
赤
穂
市
大
津
一
三
二
七

T
E

L  

〇
七
九
一
（
四
三
）
二
〇
九
一

FA
X  

〇
七
九
一
（
四
三
）
七
四
〇
四

U
R

L
  h

ttp
://w

w
w

.h
w

c.o
r.jp

/seikaen
/

　
　E-m

ail  in
fo

_ako
@

h
w

c.o
r.jp

成人支援第一課利用者様 作品

知り合いの方が仕事を探している、福祉の仕事に興味が
ある等ございましたら、まずは下記までお電話ください。
業務内容等説明させていただきます。

優雅な金魚

ひんやりデザート

亜鉛を多く含む食べ物は、
鶏もも肉　卵　チーズ　高野豆腐　納豆  切り干し大根　落花生 etc
　　　　　　　　　　　　　コロナに負けないカラダ作りをしよう！！

～主な講義テーマ～
講義テーマ

●ノーリフティングケアについて
●高齢者ケア、認知症ケアについて
●障害者の就労支援について　等
●脊髄損傷の理学療法について
●福祉用具の活用について
●運動療法全般について 等
●発達時期の児の運動（粗大運動・微細運動）について
●視覚認知機能・感覚の偏り等の評価について
●遊びや作業活動、日常生活動作について 等
●心理治療について
●発達障害の理解と対応について
●虐待、不登校、トラウマ治療について　等

※上記は、主な講師登録職種、講義テーマを記載していますので、
　詳細については、当事業団のホームぺージをご覧ください。

講師登録職種

支 援 員 等

理学療法士

作業療法士

心理治療士

昨年よりコロナ「か」は頻繁に耳にし、目にす
る言葉です。

今回の号にも何回もでてきました。みなさん
は「か」にどの漢字が当てはまるかご存じです
か。私はこの言葉が出始めた時は「渦」という
漢字で、コロナに巻き込まれ翻弄されている
世界を表現している言葉だと思い込んでいま
した。正しくは「禍」という漢字。災いや思いが
けない災難という意味で「禍禍（まがまが）し
い」という言葉があります。

次の号では、「過」という漢字になっていれば
いいなと思います。

編集委員一同
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